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講師にNPO法人「プラットホームあおもり」理
事長の 米田大吉 氏をお迎えして複雑な地域課
題にアプローチするとともに、畜産が元気にな
る取り組み方などについて講演いただきます。

　全日畜「第16回定時社員総会」について（お知らせ）
　　　今年も総会終了後に同会場で「総会記念セミナー」を併催します

総会記念セミナー

定時社員総会

人の移動や物量がコロナ以前にもどりつつあっ
た令和５年度の諸活動及び決算を審議いただき
ます。

ロシアのウクライナ侵攻に端を発した世界情勢
の激化や気候変動の進むなかで迎える令和６事
業年度の事業計画などの審議をいただきます。
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新しい時代に向けて「令和６年度がスタート」
３年余り続いたコロナ禍が収束、社会に新たなスタイルも定着

安全保障」と「農業や食料システムの環
境」への対応。

営について相応しい方向性を示してほしい。」と挨拶され、令和６年度事業計画と予算を決定した。

金子春雄理事長は「牛さん、豚さん、鶏
さんを飼って畜産物を安定供給する役割を担っている私たち畜産経営者の経営環境は、輸入穀物飼料の値上
りなどで最悪な状況となっている。国にはぜひ現場の実状をしっかり理解していただいて、持続可能な畜産

（左から：引地監事、安井理事、長嶋理事、鶴薗理事、金子理事長、隅理事、

　　　　　橋谷理事、鈴木常務、※欠席者：松永理事、牧原理事、布施監事）

先月開催された全日畜の３月期理事会で

政府は、農業政策の大きな転換点に立っ
ているとして、農政の憲法と呼ばれる
「食料・農業・農村基本法」を今の通常
国会で四半世紀ぶりに改正することを目
指している。（会期末：6月23日）

新基本法の主題は、食をめぐる情勢が大
きく変化している現状をとらえて「食料
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　 営には益々畜産DXなどが求められると報道。新事業もこの展開。
◎ 令和６年度新規採択となったJRA畜産振興事業の概要
・ 事業名：「畜産経営の持続可能な開発目標対応調査事業」
・ 事業期間：令和６年度から令和７年度（事業実施主体：全日畜）
・ 目標：畜産経営の実態を調査し畜産DXとアニマルウェルフェアー

　　　対応の普及・啓発による畜産経営の安定
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「多角化による畜産経営強化調査事業」が成果を収めて終了

新事業「畜産経営の持続可能な開発目標対応調査事業」が採択

全日畜が令和４年度から二年間実施したJRA畜産振興事業
「多角化による畜産経営強化調査事業」が完了した。
令和６年１月に都内で開催した多角化シンポジウムでは畜
産経営者が多角化の実践事例を紹介された。（右表参照）

主な事業成果の紹介
全国規模で実施した畜産経営者対象のアンケート調査の回
収率は75％と高率で現場の実状分析に有効に寄与。

（日本農業新聞「論説」から R5.11.4）（事業の概念図）

査中の「危機克服事業（略称）」の成果に触れながら今後畜産経

ワークショップ５回、シンポジウム１回の開催では参加者
のテーマへの関心の高さが会場アンケートで確認できた。
新聞報道等（13件）や全日畜ホームページでの積極的な広
報活動が見られた。（近日中に「指針」「報告書」もHPに掲載予定）

日本農業新聞が令和５年11月4日の記事（論説）で、全日畜が調

（文中での団体の略称標記について）

●全日畜 ： 一般社団法人全日本畜産経営者協会 ●全日基 ： 一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金

●工業会 ： 協同組合日本飼料工業会 ●〇〇県基金協会 ： 一般社団法人都道府県配合飼料価格安定基金協会
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